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【症例】65 歳男性，平成 8年 5月透析導入。平成 10年 2月 2日より 2月 27 日までフサン透析が行わ

れた。2 月 23 日より高熱が出現，その後全身の発疹,下痢,好酸球増多を認めた。さらにフサン透析開

始後にショック症状も認めたため，フラグミンに変更した。ステロイドを併用し,上記症状は改善した。フ

サンによるDLSTは陽性であり，フサンアレルギーと考えられたが,抗フサン Ig-E抗体は陰性であった。

近年フサンによるショック発現症例の報告が散見されるが，本例のように多彩なアレルギー症状を呈し

た症例は稀であり,今後その使用にあたり注意を要する。 

 

 

 


